
様式第 1号 

会 議 録 

会 議 の 名 称 令和７年度 第２回所沢市上下水道事業運営審議会 

開 催 日 時 
令和７年５月２２日（木） 

午前１０時００分から１１時１５分まで 

開 催 場 所 上下水道局庁舎３階 大会議室 

出 席 者 の 氏 名 
越阪部 眞、小澤 峰子、金子 修三、北野 大、小西 綾子、 

瀬能 幸則、西村 めぐみ（５０音順） 

欠 席 者 の 氏 名 近藤 孝夫 

議 題 

（１）答申（案）の取りまとめ及び答申について 

 ①「所沢市水道事業経営計画の改定について（答申書）」（案） 

 ②「下水道使用料のあり方について（答申書）」（案） 

（２）その他 

会 議 資 料 

・令和７年度 第２回所沢市上下水道事業運営審議会次第 

・令和７年度 第２回所沢市上下水道事業運営審議会席次表 

・資料１  所沢市水道事業経営計画の改定について（答申書）（案） 

・資料２ 下水道使用料のあり方について（答申書）（案） 

担 当 部 課 名 

上下水道事業管理者       鈴木 哲也 

上下水道局長          仲 正之 

上下水道局次長         草彅 秀夫 

上下水道局下水道維持担当参事  加藤 孝雄 

上下水道局総務課長       中林 正太 

上下水道局経営課長       中澤 宏和 

上下水道局窓口サービス課長   村中 慎児 

上下水道局水道建設課長     古澤 祐晴 

上下水道局給水管理課長     坂野 浩明 

上下水道局下水道整備課長    森田 敏幸 

（事務局） 

上下水道局経営課主査      君塚 由里 

上下水道局経営課主査      向井 達哉 

上下水道局経営課主査      越阪部 那佳子 

上下水道局経営課主事      前田 光揮 

上下水道局経営課主事      清水 美希 
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様式第２号 

発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 
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１．開会（事務局により進行） 

 

２．あいさつ 

 ・開会あいさつ（会長） 

・会議資料の確認 

・出席状況の確認、会議の成立の報告 

 

３．議事の前の手続き（会長により進行） 

 ・傍聴希望者の確認（希望者５名） 

 

４．議事（会長により進行） 

 

はじめに、議事（１）のうち、資料１「所沢市水道事業経営計画の改定 

について（答申）（案）」について事務局より説明していただきたい。 

 

※ 資料１「所沢市水道事業経営計画の改定について（答申）（案）」に 

基づき、下記のとおり説明。 

１ 審議結果（結論） 

２ 審議内容と意見集約 

 （１）所沢市水道事業経営計画の改定について 

  ①経営目標 

  ②事業の計画変更 

  ③投資・財政計画の更新 

 （２）料金改定の要否及び水道料金改定（案）について 

  ①料金改定時期 

  ②料金改定率 

  ③基本料金・従量料金の割合 

  ④原価割れ水量区分の改善 

  ⑤料金緩和措置の導入 

３ 水道料金改定案 

４ 附帯意見 

５ むすびに 

 

（以下、質疑応答） 

 

※ 質疑なし 

 

（質疑応答はここまで） 

 



会長 

 

委員 

 

会長 

 

 

 

経営課主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

答申案の修正はしないでよろしいか。 

 

（一同異議なし） 

 

 それでは、お手元の答申書（案）の（案）の削除を願う。 

次に、資料２「下水道使用料のあり方について（答申）（案）」について

事務局より説明していただきたい。 

 

※ 資料２「下水道使用料のあり方について（答申）（案）」に基づき、 

下記のとおり説明。 

１ 審議結果（結論） 

２ 審議内容と意見集約 

（１）使用料改定時期 

（２）使用料改定率 

（３）基本使用料・従量使用料の割合 

（４）原価割れ水量区分の改善 

（５）基本水量制の廃止 

（６）使用料緩和措置の導入 

３ 下水道使用料改定案 

４ 附帯意見 

５ むすびに 

 

（以下、質疑応答） 

 

※ 質疑なし 

 

（質疑応答はここまで） 

 

答申案の修正はしないでよろしいか。 

 

（一同異議なし） 

 

それでは、お手元の答申書（案）の（案）の削除を願う。 

これより事務局のほうで各答申書の作成を行うため、暫時休憩とする。 

 

（答申書作成のため約１０分間休憩） 

（答申書の完成） 

 

【会議の再開】 

答申書が完成したので、本審議会として上下水道事業管理者へこれを提

出する。 
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※ 「所沢市水道事業経営計画の改定について（答申）」の読み上げ 

及び手交（別紙１ 答申書 参照） 

 

※ 「下水道使用料のあり方について（答申）」の読み上げ及び手交 

（別紙２ 答申書 参照） 

 

以上で答申書の提出は終了する。また、答申書の写しを各委員へ配付す

る。 

 

（事務局より答申書の写しを各委員へ配付） 

 

次に、議事（２）について事務局より説明していただきたい。 

 

今後の予定について、皆様の任期が７月末で満了となることから、次回 

第３回審議会の開催は、令和７年８月以降を予定している。主な内容は、委

嘱状の交付等を予定している。 

 

以上で、本日予定している議事はすべて終了したが、皆様の任期は７月

末で終了となり、本日が最後の会議である。皆様にはご審議にご協力いた

だき感謝する。せっかくの機会なので、ここで皆様より一言感想等をお願

いしたい。 

 

 職員からは分かりやすい説明を、また正副会長からはより分かりやすい

解説をいただくことで、文字だけでは分からなかった議題の内容を理解し

納得して、最後まで会議に参加することができた。 

後半には、埼玉県八潮市で大きな事故が起きた。また、本市松が丘でも漏

水事故が発生した。何かと注目されたなかで審議した値上げ問題等だが、

今後は市民にご理解をいただくよう努めていかなければならず、大変な作

業になると思う。職員の皆様も体調管理に気をつけていただき、私たち市

民が、安全、安心して暮らしやすい所沢市になるよう業務に励んでほしい。 

  

 普段はあまり気にしないで生活していたが、審議会委員になり、一番身

近なことで色々考えさせられた。今回の水道料金の値上げについても、仕

方のないことかと思う。多くの事業に取り組んでいることが分かり、大変

勉強になった。 

 

 何の知識もないまま審議会委員となり、一から教えていただくことばか

りで審議の役に立てていたかは疑問だが、上下水道料金の値上げの必然性

ははっきりと見えてきた。一市民としてこのことを理解し、素朴な質問を

することも、一般市民の不安な気持ちを伝えることの一助になったと思っ
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ている。その間、能登地震や八潮市の陥没事故など、上下水道に関する天災

や事故などもあり、その都度、上下水道局ならではの説明があり、多様な仕

事を少しだけ理解できたと思う。 

  

 重要なライフラインということで答申の中にもあるが、普段は当たり前

のように使っているものだが、実際には安心して使えるようなものではな

いということが、この審議会に参加して理解したところである。上下水道

局には、適切な管理運営を進め、計画や料金について必要な改定等はやっ

ていただき、適切な運営を引き続き行っていただきたい。 

 

 これまでは、水道というものを意識したことがなかったが審議会委員に

なり、水道に携わる方のたゆまない地道な努力、上下水道の様々な仕組み

を知ることができて本当によかった。この間にあった八潮市の事故や松が

丘の事故のニュースも、これまでとは違った視点で見ることができよかっ

た。これから水道は注目を集めることが多くなると思うが、適切な表現で

はないかもしれないが「水道料金をあげるなら今でしょ。」と私は思ってい

る。今なら納得してくれるのではないかと思う。いただいたご縁なので、こ

れからも水というものに関心を持っていきたい。 

 

 審議会委員になり、新たに上下水道事業について学ばせてもらった。難

易度の高い審議会のテーマであったが、皆さんとともに、納得のある立派

な市長への答申書を提出することができ、達成感とともにこの上ない喜び

を感じている。これも委員の皆さまのご協力と、事務局、会長の円滑な会議

の運営によって、まさに皆様の努力の結晶と考えている。心から感謝を申

し上げたい。 

 

 熱心な議論ができたことを感謝している。私自身、環境汚染というスタ

ンスから下水道の在り方など、どちらかというと技術的な面を勉強してき

たが、今回の答申内容にもある値上げという経済的側面、経営的な側面は

素人であった。幸いにも副会長が専門であり、助けていただいた。 

また、事務局の皆さんにも、本当によい仕事をしていただいた。私も気づ

かないような点からの配慮もあり、おかげで立派な答申が出来上がった。   

心苦しいのは値上げをするということである。市民の皆様に影響してい

く値上げをせざるを得ないが、影響を緩和していくという視点も盛り込め

たと思う。答申にもありますように、今後、健全な運営を目指し、常に経営

計画を見直し、市民の皆様が安全安心できるような上下水道の提供ができ

るようを願っている。 

それでは、本日の議事は全て終了したので、進行を事務局にお返しする。 

 

５．閉会（事務局により進行） 

 



上下水道事業管

理者 

 

副会長 

（上下水道事業管理者からの挨拶） 

 

 

閉会挨拶 

 

 


